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現在 40 名いる従業員に「絶対的な品質」という経営理念を伝

えるために大きな役割を果たしているのが、後継者として相次い

で就農した長男の秀昭氏と次男の芳大氏です。現在は、秀昭氏が

販売管理部門、芳大氏が生産管理部門の統括者として業務を進め

ています。生産管理部門では、さらに作業ごとにグループ化され、

それぞれにリーダーを配置することで人材育成をグループ内で

行う体制が執られています。 

秀昭氏は、「就農した平成 20 年頃は、栽培の容易な大輪系品種（通称：Ⅴ３）が市場を席巻し

ており、コチョウラン経営に未来はない。」と考えていたそうです。しかし、世界的にも著名な

アメリカのラン生産者のもとで研修した際に、アメリカのシェア 25％を占める大量のランの商

談をたった２人の販売担当者で進めている様子を目の当たりにして、「販売方法の見直しも含め、

やるべきことはたくさんある。」とカルチャーショックを受けたそうです。 

帰国後は、「欲しい時に入手できるのは、工業製品なら当たり前。農業だからといって甘えて

はいけない。」と需要の伸びに応じて、自社施設の回転率を年２作から３作に向上させ、年間の

生産量を大きく伸ばしました。「定期的に苗生産の委託先である台湾に行き、生育状況や栽培方

法を確認している。」と品質に対する変わらない姿勢も語ってくれました。 

 

 

 

観葉植物経営を行っていた頃から、生産者自身が価格決定

権を持つことの重要性を身に染みて感じていた松浦園芸で

は、品質だけでなく、独自性にもこだわった商品開発を行っ

てきました。特にハート型に花を配置したハート胡蝶蘭（商

標第 5005396 号）やオランダの企業の特許技術を利用して生

産される色付きのコチョウラン「エレガンス」シリーズは、

唯一無二の商品として新たな需要を生み出しています。 

平成 23 年度の天皇杯受賞後も着実に販売金額を伸ばしている松浦園芸ですが、「機会損失をな

くして、潜在的な需要をさらに掘り起こしたい。」と全国の生花店の要望を独自に聞き取ってい

ます。昨年度は、高価なコチョウランの輸送に多くの生花店が気を使っている現状を知り、コチョ

ウランの輸送に適したオリジナルの化粧箱を開発しました。また、「商品の独自性はもちろん大

切だが、小さな経営改善の積み重ねが１割の利益向上に繋がる」

と考える秀昭氏は、動線を意識した資材の配置や支柱の自社加工

など、１分・１円単位での経営改善にも力を入れているそうです。 

「平成 21 年の設備投資の際に親父に反対した手前大きな声で

は言えないが」と前置きした上で、「将来的には規模拡大も考え

ているし、いずれは親父の夢である海外現地生産法人の立ち上げ

も叶えたい。」と経営だけでなく「夢」も引き継いだ後継者の想

いを取材の最後に語ってくれました。 

 執 筆：農業経営課 

取材協力：東三河農林水産事務所農業改良普及課 

経営理念の継承 

松浦園芸のコチョウランは、 

整理整頓の行き届いたほ場から

生まれる。 

苗の入荷日から予想される開花予定

日を記載することで従業員自ら、生育

の進捗状況を意識することができる。
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